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２０２１.２.１７　この３日後、５０年以上もの間校舎を見守ってきた『志向する人間像』は老朽化のため取り壊しとなりました。
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１年生対象の進路ガイダンスを行いました。進学希望者には、主に県

内の大学、短大、各種専門学校の先生方から学校紹介や模擬授業など

進路決定の参考になるお話をしていただきました。就職希望者は「働

き方と収入仮想体験ワーク」というグループワーク体験や就職講演会

をしていただきました。自分の将来について心に火がついたのでは？

（感想は抜粋です）
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●　２日（火）　卒業式前日
　１限～５限　授業（２限目ＬＴ表彰伝達式映像）
　６限　卒業式会場等設営
　
●　３日（水）　卒業式
　会場には残念ながら入れませんが、LIVE映像で３年生を送りましょう！

●　８日（月）～９日（火）　学力検査（一般入試）のため休校
　
●　１１日（木）　AED講習会
　１～４限のうち各クラス１時間を使って講習を受けます。
 　勇気ある行動が一人の命を助けることがあるかもしれません。
　知識や技術を講習し、救命処置の大切さを感じとりましょう！

●　１２日（金）　講演会　瀬戸和信さん
　商業を学ぶ高校生の国際感覚育成事業として、
　５、６限に講演会を行います。自分を磨く、自分に
　しか持てない武器を得るチャンスです！
　『自分』を高めていきましょう！

●　２３日（火）　球技大会
　高校生としてスタートした仲間との最後の
　思い出と団結です！
　特別な時間をありがとう
　『心』　『勇気』　『友』　『笑顔』　…
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　私は「名言」というものに対して響くことはあまり
ないのですが、最近、近現代史にハマり、軍隊だとか
○○事件だとかいう時代の中で、私の琴線に触れた
（心震えた）言葉です。５０年生きてきて、様々な境
遇の中自分はどうだっただろうか、巡り合ったこの環
境を意義のあるものにしているだろうかと考えさせら
れます。

　１年前、偶然あなたたちと出会いました。休校から
スタートし、健康チェック、ソーシャルディスタンス
に配慮した座席、学校行事も縮小され、校歌を歌った
こともなく…。いろいろな場面で不遇なところもあり
ました。それでも「今が１番いい」と思って高校生活
を送ってくれたら幸いです。来月には新しい環境が
やってきます。どんな境遇であっても、意義のあるよ
うに頑張りましょう！
　　　　　　　　　　　（１組担任　井口　敦裕）
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　本校は今年度１００周年を迎えました。それには遠く
及ばないのですが、私自身その半分の５０歳となり、今
までを振り返ることも多くなり感慨深いものがありま
す。竹内まりやさんの「人生の扉」の歌詞を思い出しま
す。
　
　高校１年もあとわずか。あなたたち
の「時の流れ」は遅く感じるかもしれ
ません。私も今、高校時代を振り返っ
てみると「一瞬」です。
一日は一生の縮小版。
これからの１日に些細な「気づき」を
感じとれる人であったらと思います。
あなたにとって、「今のクラスでよかった」と思えるよ
うに。

　　「人間と言うものは、いついかなる場合でも、
　　　自分の巡り合った境遇を
　　　もっとも意義あらしめることが大切だ」

米内光政（よないみつまさ）の言葉。米内光政は旧日本海軍の軍
人であり、第37代内閣総理大臣でもある。
1930年、50歳のときに中将となった米内だが、赴任したのは海軍
内で「クビ5分前」「島流し」などと呼ばれた閑職。しかし、その
境遇を逆手にとり、米内はありとあらゆる本を読み、膨大な知識
や教養を身につけた。海軍大臣になった米内は当時を振り返り
「閑職時代の読書の癖が、いまの大事な仕事をするのに非常に役
立っている」と語っている。
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今月の連絡
Whatever the  circumstances… どんな境遇にあっても…

Career  guidannce             『進路ガイダンス』を受けて

瀬戸和信 氏
Ｓｏｎｏｓ Ｊａｐａｎ日本代表

ギャラップ認定ストレングスコーチ

１９７８年生まれ。石川県金沢市出身。数々の外資系

企業で営業、マーケティングを担当。日本では知られ

ていない商品やサービスを海外から持ち込み、日本人

の生活に溶け込ませながら新しい習慣を創出する業

務に携わる。MicrosoftではタブレットPC「Surface」の日

本初代製品責任者として “新しいパソコンの使い方”

を、Fitbitでは日本事業立ち上げメンバーとして “腕時

計で健康増進するという習慣” を日本で広めてきた。

2018年より現職、日本での音楽の新しいライフスタイ

ル提案に力を注ぐ。17年に米ギャラップ社のギャラップ

認定ストレングスコーチ®資格を取得し、職場の管理者

としてメンバーの強みを生かすチーム運営を実践中。

著書にNewsPicks での連載を書籍化した

『クリエイティブ思考の邪魔リスト』

『「自分」を殺すな、武器にしろ』がある。

気がつけば五十路を 越えた私

がいる

信じられない速さで 時は過ぎ

去ると知ってしまったら

どんな小さなことも 覚えていた

いと心が言ったよ


